
 

大会・公式戦結果 

Junior Youth 

【JFA プレミアカップ 2008 県大会】 

vs川和中学校  0-0△ 

vsJ SPORTS FC  1-9● 

小 6 
【野川杯】 

▼グループリーグ 

vsNKFC   0-2● 

vs 南ファイターズ  2-0○ 

※グループ第 2 位で 3 位決定戦へ 

▼3 位決定戦 

vs ひばり FC   1-6● 

Papas Comp 
【県議長杯】 

▼1 回戦 

vs 綾瀬四十雀  0-6● 

Papas O-40 
【市シニア交歓試合】 

vs 横浜 OB   2-1○ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

Top 

【港北小参加 Day】 

12 月 16 日(日)の幼児･小学生の活動に Top

の選手たちが参加させていただきました。以前

より計画はあったのですが、スケジュール等の

都合でなかなか実現できずにいたこの企画。よ

うやく実現できました。Top 選手が参加したいつ

もと違う雰囲気の中で、子どもたちがあらためて

｢サッカーの楽しさ｣を感じ、｢うまくなりたい｣とい

う気持ちを持ってくれたらうれしく思います。とは

言いながらも、実際は Top の選手たちこそ、子

供たちに｢サッカーの楽しさ｣を思い出させても

らった感もあります。何せ、子どもたちと同じよう

に楽しませてもらい、メンバーの中には普段は

見られない笑顔を見せている選手もいたくらい

ですから。 

さて、ここで僕自身とても「大事だな」と思った

光景があります。僕が 3 年生の練習が始まるま

で 2 年生の練習を見ていたところ、4 年生の子

が来てグランドの空いているところでボールを

蹴って遊んでいました。このように一日中サッ

カーができる環境があることは子供たちの上達

のためにはとても良い環境だなと思って見てい

ました。 

最後に、今回はこのような機会を作ってくれ

たスタッフの皆さん、ユニフォーム型のストラッ

プを作ってくれた村田家の皆さま、そしてかな

がわクラブの子供たちのみんな！ありがとうござ

いました！少しずつではありますが Top チーム

を応援してくれる方が増えてきた今、このような

形で少しでも恩返しができたら良いなと感じて

います。また、Top の選手が少しでもみんなの

お手本になれるように頑張っていきたいと思っ

ています。これをきっかけに今後も継続して

行っていきたいと思います。皆さまからのご要

望やご提案があれば遠慮なく言ってください。

できる限り応えていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。年が明けると、1 月20 日

(日)からは天皇杯県予選出場権をかけた｢県社

会人選手権｣が始まりますので、また応援してく

ださい！！ (樋口 圭太) 

 

Youth 

【ゲームの見方】 

今日のユースの練習に、OB の大浦純さんが

ひょこり遊びに来てくれました。彼とは高校卒業

以来の10年ぶりの再会です。今は Jリーグに関

するテレビの製作のお仕事をしています。 

そんな中で意見が一致したのは、テレビや新

聞・雑誌の記者は、本当によくサッカーを観察し

ていて、よく理解しているということでした。記事

にするためにはよく観察し、自分なりの見解が

なければいけません。記者の中にはライセンス

をとり、指導者になりたがっている人も少なくな

いようでした。 

「カカすげ～！」「坪井だっせ～･･･」といった

見方はサッカーファンならいいでしょう。でも、

選手ならば、せめて「なぜレッズはミランに失点

してしまったのか？」「どういう経過でワシントン

の 1 点目が生まれたのか」くらいは考えて分析

しながら見てほしいところです。 

それがわかればプレーが大きく変わってきま

すよ。（内田 佳彦） 

 

Junior Youth 
｢学ぶことをやめたら、教えることをやめなけ

ればならない｣という元フランス代表監督ロジェ･

ルメール氏の言葉があります。特に子どもたち

の指導者にとっては非常に大切な言葉です。 

現在、コーチングライセンス取得のための養



成講習会を受講中で、先日前期日程が終了し

ました。8 日間朝から晩まで講義や実技を行い

サッカーの指導について学びます。サッカー漬

けの毎日で非常にハードでしたが、楽しい 8 日

間でもありました。詳しい話は機会があればした

いと思いますが、講習中にも出た冒頭の言葉は、

常に忘れずに将来ある子どもたちの指導に携

わっていきたいと思う今日この頃です。 

(二木 昭) 

小 6 

【トップ選手参加デー】 

トップの選手が遊びに来てくれました。色々

な面で手本となったはずです。来てくれた選手

の中には小学生から、またはジュニアユースか

ら、またはユースから、かながわクラブでサッ

カーをやっている選手が多くいます。そういった

選手（他の選手もですが）が多いので、何年も

神奈川県 1 部リーグという高いレベルでサッ

カーが出来るのだと思います。 

諦めずに努力していればトップ選手以上に

優れた選手になれるかもしれません。その可能

性は全員が持っています。サッカー人生は小学

生で終わるわけではありませんので、これから

も、臆せず、自信をもって積極的にサッカーに

取り組んでください。 

【最後の県大会】 

1 月 13 日から県大会が始まります。最後の大

会にもかかわらず、私事で大変申し訳ありませ

んが、仕事の都合でどうしてもいくことが出来ま

せん。本当に申し訳ございません。みんなが１、

2 回戦勝ってくれることを願っています。 

6 年生にとっては小学生最後の大会です。

各々が後悔しない様に、失敗を恐れず、積極的

にプレーして欲しいと思います。失敗は全員で

カバーすればいいのです。今出来ることを怖が

らず実行すれば、意外とできるはずです。頑

張ってください。 

 

みなさま、良いお年をお迎え下さい。 

(益子 伸孝) 

小 5 

今年もあと少しで終わりです。今年一年大変

お世話になりました。 

私の年末年始は、アルバイトと 1 月から大学の

試験やレポートがあるのでとりあえず単位が取

れるよう一生懸命勉強したいと思います・・・・・・

(泣)。 

学生の皆さん！！宿題・課題は早めにやりま

しょうね。後に残すと大変ですよ！ 

今月の 8･9 日に 5 年生はつるま育成リーグに

参加しました。午前中は、チーム対抗戦で午後

は参加選手全員を混ぜての試合が行われまし

た。対抗戦の結果は優勝という結果がでました

が、「味方がもったらサポートに入る」・「ボール

をもらう前に周りを見る」・「一発で飛び込まな

い」など益子コーチや私がいつもうるさいくらい

選手たちに言っていたことがちゃんとできてい

たか？というと、完璧に出来ているとはいえませ

ん。 

6年生になる前に1つ１つ出来るように来年か

ら頑張りましょう。新人戦はもうすぐですよ！！ 

最後に 2 日間、遠い所子供たちの応援をして

くださった保護者の皆様ありがとうございまし

た。 

【冬休みの宿題！？】 

かながわクラブの練習がない期間空いた時

間にリフティングなどでもいいのでボールに触

る時間をとってみてください。少しでもやってお

けば自分のレベル UP、年明けの練習への入り

方などが変わってきますよ。では、よいお年

を！！(丸山 祐人) 

 

小 4 

【言語技術を磨く！】 

日本のスポーツ界初の試みとも言われている

エリート教育が一昨年から JFA アカデミー福島

（Jビレッジ）において行われています。サッカー

界のみならずさまざまな社会の中でも、世界基

準で将来リーダーとして活躍できる人材を育成

することを目標として開設され、間もなく３期生を

迎えようとしています。 

このアカデミーで最も重視されていることが言

語技術を磨くということなのです。言語技術とい

うのは、情報を取り出し、解釈し、自分の考えを

組み立て、判断する力を養っていくことにほか

なりません。具体的には、論理的に思考したり、

客観的に自己を表現する能力であったり、正確

に相手に情報を伝えることであったりします。人

間がものを考える時には、ことばを介して行いま

す。当然、ことばを知らなければ考えることはで

きません。恐らく、地球上の生物の中で唯一こと

ばを持つ人間のみが考えることができるのもこう

した理由からなのでしょう。このようにことばと考

えることとは非常に密接な関係になっています。

ことばを疎かにしては、よりよく、そして深く考え

ることもできないのです。 

【賢い子が上手くなる！】 

フランスには、日本のアカデミーのモデルとも

言うべき国立サッカー学院という組織があります。

そこで３０年間にわたり子どもたちを選抜してき

たクロード・デュソー氏が、最終選考の段階で

重視する基準は｢賢いかどうか｣なのだそうです。

賢い子どもは学習能力が高く、その学習能力の

高さがサッカーを上達させていくというのです。

そこには言われたことを正確にできることとか従

順さとかはほとんど評価されません。｢考えない

選手｣｢自分で判断できない選手｣は全く必要と

されないのです。子どもの頃から論理的に考え

る習慣が身についていれば、たとえ失敗しても、

その原因を学習する能力が備わっているはず

です。考えながらサッカーをしていれば、自ら

｢じゃあ、次はこうしよう。それがだめだとしたら

ああしよう｣と、さまざまな局面について、多彩に

フィードバックすることができます。一方、何も考

えず、指導者に言われた通りにしかやってこな

かった子どもは、失敗の原因すらわからず、同

じ失敗を繰り返すことになるでしょう。 

【低年齢から考えるサッカーを】 

では、どうすれば子どもたちは考えながら

サッカーをするようになるのでしょうか。簡単に

言えば、｢習慣化｣ということになるのでしょう。例

えば、１試合の中で、子どもたちがボールに触

れる回数を測定すると、多い子で約１００回、少

ない子では３０回程度と言われています。ボー

ルとコンタクトする回数の、その一つ一つの機

会に、論理的に考えているかどうか、それに

よって、考える力は大きく変わっていくはずです。

更に年間を通して比較してみましょう。フィード

バックして考える回数は、何も考えないでプ

レーしている選手と、実に何万回もの差になっ

ていくのです。それだけではありません。これに

練習の場面での一つ一つのボールコンタクトも

含まれていくのです。 

賢い親御さん方は、子どものときから｢考える

サッカー｣に取り組んでいない限り、まともなサッ

カー選手にはなれないことに、すぐに気づかれ

ることでしょう。「めちゃ蹴り」ということばに代表

されるような意図のないプレーは早く子どもたち

のサッカーを取り巻く環境から消え去るべきで

す。周囲の大人たちは、考えながらプレーをす

る子どもたちを温かい目で見守り、そして、子ど

もたちの選択したプレーを尊重し、考えながら

プレーをする姿勢を評価しなければなりません。

かながわクラブの子どもたちに限らず、子どもた



ちには、｢考えるサッカー｣が自然にできる選手

に育って欲しいものです。 

【きちんとした会話を！】 

子どもたちに考えながらプレーをさせるため

に、普段から注意・叱責・悪口雑言ではなく、

様々な場面でプレーの理由を問いかけることに

しています。特に、試合の中でミスした子どもに

は、できるだけ早い時期に、できればその場で、

問いかけるようにしています。先日の総合型地

域スポーツクラブ交流会の試合の場面でも、あ

る子は、｢実は自分の前にいる味方の子が突然

ボールをよけてしまったので、自分は対応がで

きなかった｣と、試合中ではありましたが、理路

整然と答えてくれます。またある子は、苦笑いを

浮かべた表情で、問いかけに対しては、あまり

自分の胸のうちを言語化せずに次のプレーに

向かいます。後者の子は、もしかしたら指導者

のことばの中に何か非難めいたニュアンスを感

じ、心を閉ざしてしまったのかもしれません。こ

れは指導者として大いに反省すべきことで、常

に、子どもたちが意見を述べやすい環境、雰囲

気作りを心がけなければならないでしょう。 

しかし、意図のないプレーで何も答えられな

かったのか、あるいは意図はあったけれども上

手に表現できずに苦笑いになってしまったのか

は、その後の対応が大きく違ってきます。仮に

前者であったなら、考えながらのプレーを練習

させるようにしなければなりませんし、後者で

あったら考えたことを言語化する訓練をさせな

ければならないでしょう。 

意味のないプレーは説明ができませんが、

狙いや意図のあるプレーは、そのプレーが成

功したか失敗したかにかかわらず、その理由を

語ることはできるはずです。 

【答えは一つではない！】 

サッカーではこうしたら絶対に勝てるというこ

とはありえません。一つ一つのプレーにしても

正解が一つとは限らないのです。しかし、どうも

最近の子どもたちは「正解は一つ」、「正か誤か

の二者択一」という学習に慣れすぎているのか、

｢なぜそうしたの？｣とか「どうすればいいと思

う？」という問いかけに対しては、控えめな日本

人的気質のせいか、間違えることを恐れて自分

の意見をはっきりと表現することを避ける傾向に

あります。また、子どもが大人に対して意見を述

べることを生意気だと感じる土壌があることも事

実です。しかし、浦和レッズがACミランとガチン

コ勝負をする時代です。狭い日本という島国だ

けでサッカーをしているだけでは夢がありませ

ん。世界で通用するサッカー選手になるために

は、常に論理的に考えながらプレーをし、刻々

と変わる状況の中で、迅速で、正確な判断がで

きるようにならなければなりません。それには、

小学生年代から（サッカーを始めた瞬間から）考

えながらプレーをする習慣、そして自分の意見

をきちんと言語化する習慣を身につけることで

す。(佐藤 敏明) 

 

小 3 

【試合に勝つための練習？】 

最近は、他チームと試合をする機会が多く、

毎回子供たちは非常に良い経験を積んでいる

と思います。結果としてなかなか勝つことができ

ない状況にはありますが、私の中では特に心配

はしておりません。ゲームを外からご覧になれ

ばお分かりだと思いますが、3 年生はポジション

を決めてゲームに臨むようなことはしていませ

ん。 

現状では、「いつスピードを上げるのか、どう

して味方同士離れるのか、ボールに寄って行っ

てはいけないのか、ボールの反対側を観てお

く」など、プレーの本質的な部分を伝える方を優

先しております。 

子供たちには、ゲームの前に以下のようなこ

とを話しています。 

（攻撃） 

ボールをスペースに運んで、シンプルにゴール

を狙うこと。そのためには、ボールを持っていな

い選手はボールから離れること。 

（守備） 

相手ボールの時は、ボールにプレッシャーをか

け続けて前に蹴らせないこと。そして、横パスが

出たタイミングでボールを奪えるように人をつか

まえておくこと。（手で触れる距離をとってマーク

しておく） 

↓ 

攻守において、これらのテーマをクリアするため

には、 

（ボール保持者） 

相手ゴールを意識しながら、ボールを受けたら

まずは前を向いて止まってみること。 

（ボール保持者以外） 

ボール以外に、相手・味方・スペースの状況を

観ておくこと。 

 日頃のトレーニングというのは、『試合で良い

パフォーマンスができること』に主眼を置いたも

のでなければいけないでしょう。練習のための

練習であったり、試合に”勝つため”の練習では

いけません。現状をご理解頂き、グラウンドにお

きましては、引き続き励ましの言葉をかけてくだ

さいますよう、重ねてお願い申しあげます。 

（鈴木 章弘） 

小 2 

今年もあとわずかで終わりですね。年末のお

忙しい時期ではありますが、風邪など引かない

よう体調には充分気つけて下さい。 

今月の初めに宮崎県にサーフトリップに行っ

て来ました。今年一躍ブレイクした東国原知事

がいる県です。他県からもサーフィンをしに来る

位の有名な県です。宮崎に着き早速海に向か

いました。天候も抜群！水温も暖かい！さぁー

入るぞぉ～と勢いよく入りたかったのですが波

を見てガッカリ・・・ほとんどありません。まぁー初

日はこんなもんだろと自分に言い聞かせ明日に

期待！しかし２日目、３日目と良い波に当らず

終わってしまいました・・・。 

こうなったら楽しみは食です。せっかく宮崎ま

で来たのだから宮崎牛、地鶏、チキン南蛮、全

て食べてやりました。特に宮崎牛ステーキのお

い し さ に は ビ ッ ク リ し ま し た 。 180g 、 3,680

円！！！今まで生きてきた中で最高値のお肉

です。言うまでもなく最高でした。お腹も満たさ

れ空港へ、時間もまだあったので空港内のソ

ファーで一休み、疲れもあったのか自分も含め

みんなスヤスヤ・・・。「あぁーよく寝た、今何

時 ？ 」 「 え ぇ ～ 今 ・ ・ ・ 」

あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！男４人乗り遅れまし

た・・・その後の事はご想像にお任せいたします

(涙) 

話しをサッカーに戻しましょう。私の近所でも

サッカーをやっている子供たちが沢山います。

公園で一緒にサッカーをすることもあります。子

供たちの話しを聞くと結構面白いです！その時

の話題は習い事について、サッカーの他にも水

泳、体操、ピアノ、ここまでは納得。子供によっ

てはバスケ、野球、バレー、剣道、空手！これ

にはビックリです。サッカーと野球を一緒にやる

時代に！？出来ることなら沢山のスポーツ、習

い事をやることは良いことだと思います。子供の

頃から色々なスポーツを経験することによって

サッカーには無い面白さ、楽しさを知ることも出

来ますし、それをサッカーに活かすこともできる

と思います。ぜひ今のうちから色々とチャレンジ

すると良いと思います。まだうちに秘めているも

のがあるかもしれません。 

ちなみに私はサッカーと同時に水泳、体操、



ボーイスカウトをやっていました。ボーイスカウト

はお勧めです！！！(鞍川 潤一) 

 

幼児･小 1 

【楽しくサッカーをするために】 

12 月 2 日、16 日の 2 日間、指導者講習会に

参加してきました。その中で(既にご存知の方も

いらっしゃるかもしれませんが)、あの中村俊輔

選手についての興味深いエピソードの披露が

ありました。今回、講師であった旭高校の広瀬

先生は中村選手が高校生当時から国体選抜な

どで交流があるそうなのですが、その中村選手

が「行き詰ったり落ち込んだりした時、今でも決

まってあること」をするのだそうです。それは『自

分が小さかった時のビデオを見ること』。無邪気

にボールを追いかける姿を改めて見ることで、

楽しかった時のことを思い出し気持ちをリフレッ

シュするのだそうです。大きな期待を背負って

いる中村選手であるがゆえにぶつかる壁もプ

レッシャーも相当大きなものだと想像しますが、

その中村選手の原点も間違いなく「楽しくサッ

カーをする」ところにあるのだそうです。その話

を聞き、小学生年代の子供たちに関与する自

分がすべきことを改めて考えさせられました。実

際にはいつも子供たち全員に「本当に楽しかっ

た」と満足してもらうことはなかなか難しいので

すが、ここ最近の6年生、Topの選手との交流な

どのような「楽しくサッカーができる」企画をス

タッフ間でも考えながら進めたいと思います。 

【はや年末。。】 

そういえば寒くなったな、と思ったらもう 12

月。。保護者の皆様には今年 1 年お世話になり

ました。来年も宜しくお願い致します。 

Merry Christmas and Happy New Year!  

(小野 津春) 

Papas 

【2007年かながわクラブ 四十雀リー

グ戦総括】 
＜Rec(4 部)＞ 
【データ】 
3 勝 8 敗 2 分 勝ち点 11、得点 13、失点 31、

得失点差－18→14 チーム中 11 位 

（昨年：11 試合 4 勝 4 敗 3 分 勝ち点 15、得点

12、失点 18、12 チーム中 7 位） 

①平均参加者数：13.5 名(24 名中) 

②全試合参加：三宅 

③得点者：1 位大野木(５点)、2 位中島(３点)、3

位岡田(２点)、４位五十嵐・内田・太田(各１点) 

【総評】 

昨年より 2 チーム増えて 14 チームとなった 4

部リーグで 11 位という成績は、決して満足でき

るものではありません。4 位の足柄上(2-2)、6 位

の鎌倉(2-2)のように上位チームにも互角に戦

えただけに、コロコロ戦(0-1)、大和戦(1-2)はあ

と一歩のところで勝利を逃してしまった感があり、

残念な結果となりました。参加者数が少なかっ

たことが試合結果に少なからず影響を与えてい

ます。開幕 2 連勝の参加者数は 15 名、17 名。

最後の 6 試合では 11 名2 回、12 名3 回、14 名

1 回で、0 勝 5 敗 1 分となりました。怪我や病気

は仕方のないことです。メンバー全員が仕事で

も家庭でも中心となる立場ですから、毎回参加

も難しいと思います。それでも、24 名中常に 14

～15 名のメンバーで入れ替えをタイミングよく

行えば、レックはまだまだ結果を残すことができ

ると思っています。勝利至上主義ではありませ

んが、試合をやる以上は、勝ちにいく状況へ

チームを出来る限り整えて臨みたいと思います。

勝利至上主義ではありませんが、試合をやる以

上は、勝ちにいく状況へチームを出来る限り整

えて臨みたいと思います。日程調整、体調管理

に今年以上に積極的に取り組んでいただきた

いと思います。全試合参加の三宅さんには、審

判担当以外にも、荷物・用具の運搬をしていた

だきまして、本当にありがとうございました。また、

相乗り車提供、用具運搬、審判担当を快く引き

受けていただきました皆様にも心から御礼申し

上げます。ありがとうございました。 

【課題】 

昨年来の課題であったボールウォッチ(ボール

ばかり見てしまうためにマークをはずしてしまう、

次の展開を予測できなくなる)の傾向は徐々に

少なくなってきました。それには、参加者数の関

係から各自のポジションを固定して試合に臨む

ケースが多かったこともありますが、2 年目を迎

えて、各自の経験値が上がり、その結果、周りを

見る余裕が増えたことが要因だと考えられます。

しかし、ボールをコントロールする・蹴るといった

基本技術は、プレー経験年数・年齢・筋肉の要

素からも本質的には向上しにくいものです。 

それでも、多くの試合をこなしていくにつれて、

予備動作・身体の向き・タイミングといったもの

が徐々に向上してきました。その意味では、来

年からも｢一つでも多く｣｢少しでも長い時間｣自

分の思い通りのプレーができるようになることを

目標として、メンバー全員が楽しめる試合をして

いきたいと思います。(浜野 正男) 

＜Comp(2 部)＞ 

【データ】 

5 勝 5 敗 1 分 勝ち点 16、得点 17、失点 16、

得失点差+1 

11 チーム中 6 位で終了しました。 

① 平均参加者数：12.5 名(昨年比 1 人減) 

② 全試合参加：宮内、稲垣、寺田、桐生、柴

田、中山(6 名) 

③ 低参加率者：A(27.3％ )、B(33.3％ )、

C(45.5％)、D(54.5％) 

④ 得点者：1 位篠原(6 点)、2 位渡辺(4 点)、

3 位田代(2 点)*以上 3 名で全得点の

70.6％です。 

⑤ 得点状況：前半(58.8％)、後半(41.2％)*

若干ですが、前半型です。 

⑥ 失点状況：前半(18.8％)、後半(81.3％)*

交代要員が少なく、疲れからか後半に失

点しています。 

⑦ 得点パターン：流れの中(12 点/70.6％)、

セットプレー(5点/29.4％)*セットプレー内

に OG(1 点)含む 

【総評】 

全試合参加の 6 名の方、お忙しい年齢であり

ながら、調整をいただきありがとうございました。 

2 部リーグは、かなり戦力が均衡していたことも

あり、8 月前までの前半戦を 3 勝 2 敗だったこと

は、残りの相手を考えると 1 部自動昇格に望み

がありました。 

ところが、9 月以降の後半戦は 2 勝 3 敗 1 分と

やや失速してしまい、6 位でした。 

参加率を見ても、前半戦は 13 人/試合でした

が、後半戦は 12 人/試合でした。特に攻撃面で

の影響を受けたと思います。 

2 部リーグは、相手のレベルも高く、基本動作

(止める/蹴る)がしっかりしたチームが多く、攻め

ていても逆襲されたり、守りの時間も長くなり苦

しい時間を耐えられないこともありました。 

サッカーの基本動作の向上を図るよう、来年に

向けて各人テーマを持って今後の練習や試合

に望んでいただければと思います。 

スピードにも今までよりも差があったと思います。

特に、判断のスピードです。ボールを受けてか

ら考えると寄せが速く、詰まってしまうケースが

多いように感じました。 

年々筋力は落ちてきますが、頭を使ったプ

レーを心がければ解決できると思います。 

今年は、イエローカード無しで臨みました。最



終試合に 2 枚ありましたが、それまでは、フェア

プレーで非常によかったと思います。 

Papasからサッカーを始めた方を含め、皆さんか

なり上達をしています。来年も更に上を目指し

ながら、自信を持って壮年のサッカーを楽しみ

ましょう。(中山 泰宏) 

 

Mistral 
今年の春から体力低下を気にして主人と友

達と私の3人で山歩き、ハイキングを初めた所、

美味しい豆腐が食べたいと軽い気持ちで大山

に出かけました。 

 行ったついでに阿夫利神社にロープウェイ

で行きました。帰りは歩いて帰ろうという事に

なったのは良かったのですが、下りの階段の多

さに、おじさん 2 人の膝がガクガクになり途中の

不動前駅からロープウェイに乗り帰る事なりまし

た。 

豆腐、湯葉は美味しいかったです。家に帰っ

てから、なんか悔しいなと思い再度チャレンジ

に 11 月の連休に出かけました。 

今度は頂上に行こうと決め頂上に行く急な階

段を見上げながら大変だけど頑張り頂上に着き

ホッと、見ると多くの人と 3 匹の犬が昼ご飯を食

べながら眺望していました。 

 あいにく暖かい日で遠くの視界は霞んで見

え残念でした。下って阿夫利神社に戻った時は、

又々おじさん 2 人の体力不足が出始め、再び

ロープウェイで帰りました。本当に残念でありま

す。 

 私はサッカーしてて良かったと思いました。

足に負担は感じませんでした。又、新しい目標

は富士山にチャレンジしようと思っていますが 2

人のおじんが途中断念しないように願うばかり

です。(中島 恵子) 

ヨーガ 

【太陽礼拝】 

年末ですね。街を飾るクリスマスイルミネー

ションに誘われて、寒さにも負けずに夜のお出

かけをしたくなってしまいます。 

そうなのです。クリスマス会や忘年会、そして

新年会とこの季節は何かと食べる、そして飲む

機会が多いですよね。その結果、年明けにはな

んとなくお腹のまわりがプクプクとしてしまう。こ

れを、なんとか予防したいものです。 

そこで、今年は対策を立てました。「太陽礼

拝」です。サンスクリット語では「スーリア・ナマス

カーラ」といいます。１２種類（１０種類の流派も

ありますが）のポーズを流れるように連動して行

うヨーガのひとつです。日の出（または日没）に

太陽に向かって行うのが本来の姿なのですが、

現代ではヨーガのクラスで日常的に使われてい

ます。太陽礼拝を行うと、体が暖まり血行が良く

なります。頭も心もスッキリとして一日を迎える準

備が整いとても気持ちの良いものです。インド

のアシュラム（ヨーガ道場）での生活でも欠かせ

ないものでした。 

この太陽礼拝、実はただすっきりするだけで

なく、体の代謝をアップする効果があると言わ

れています。つまり、体の消費エネルギー量が

増えるわけですね。こんなに良いものがあるの

に使わない手はありません。今期の最後のヨー

ガレッスンでは太陽礼拝を行ってみました。やり

方を書いたプリントもお配りしたのですが、皆さ

んやってくださっているかしら？ 

今年もお世話になりました。このお休みに太

陽礼拝を実践して、新年にはますます「ナイス

バディ」となった皆さんにお会いできるのを楽し

みにしています。どうぞ、良いお年をお迎えくだ

さい。(伊藤 玲子) 

 

理事長の戯言
たわごと

 
【カカ】 

 今年もクラブワールドカップの運営のお手伝

いをさせていただきました。 

 今回の注目の的はやはり「カカ」。予想どおり

の大活躍でした。 

 今まで一流と言われる多くの選手の試合前の

入場時の表情をすぐそばで見てきましたが、や

はりカカもそれなりの雰囲気をもっており、それ

がひしひしと伝わってきます。 

 古くはヒデ、カーン、フィーゴ、プジョル･･･。皆

圧倒的な存在感を持って待機し、音楽とともに

入場します。彼らのその時の雰囲気でその日の

状態がわかるようです。 

 そういった意味で、去年の同大会決勝戦のロ

ナウジーニョは予想どおり今ひとつ精細を欠い

た気がします。 

 さて、カカに関しては以前皆様に、少年時代

に日本で初めて賞金を手にしたこと、それを今

でも大切にしていること、その送り主が本クラブ

と懇意にさせていただいている塩釜 FC の小幡

理事長であったことをご紹介させていただきま

した。なので、今回は勝手に小幡理事長のブロ

グから記事を転用させていただくことにしました。

小幡さん、ごめんなさい。電話が通じなかったも

ので･･･。（内田 佳彦） 

---------- 

■2007 年 12 月 17 日「カカ」が天下を取る  

 昨日のトヨタカップをテレビで観戦。「カカ」の

大活躍に大興奮。１９９３年に宮城県鳴子町を

中心に交流試合をした選手の中から世界一の

選手が出るとは夢のようです。今日は、スポーツ

ニッポンの紙面にその時のことが紹介され、朝

から電話が鳴りっぱなし。 

 今日は、サンパウロ FC を招いていただき夢を

実現させていただいた「たかともワンダーファー

ム」の社長さんに御礼の電話をいれ、「カカ」の

思い出話をさせていただきました。 

 実は、当時のプログラムとビデオの中での選

手紹介に「カカ」の名前がなく、不安な状態でし

たので尋ねたところ。通称「カカ」で正式な名前

は 

 「リカルド イゼクソン S レイテ」だそうです。 

 そういえば、あのサッカーの神様「ペレ」も本

名が長かった。 

 面白い話が、通称「KAKA」は「CACA」が正式

で、イタリア語では「うんこ」と訳すので「KAKA」

に変えたそうです。こんな裏話も長くサンパウロ

FC と交流させていただいたお陰です。 

 今日も、当時のビデオを見ながら思い出にふ

けっています。そして塩釜 FC から世界に通用

する選手を育てて生きたいと思います。 


